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損益の状況
●業務粗利益等 （単位：百万円）

2021年度中間期 2022年度中間期
国内業務部門 国際業務部門 合 計 国内業務部門 国際業務部門 合 計

資金運用収支 40,467 696 41,164 40,943 1,181 42,125

資金運用収益 40,867 1,986 3 41,319 2,943 2
42,851 44,261

資金調達費用 400 1,289 3 376 1,761 2
1,687 2,135

信託報酬 5 - 5 3 - 3
役務取引等収支 5,490 106 5,597 5,854 106 5,961
役務取引等収益 8,718 157 8,876 8,681 162 8,844
役務取引等費用 3,228 51 3,279 2,826 56 2,882
その他業務収支 632 437 1,070 2,879 △4,251 △1,372

その他業務収益 775 665 - 3,135 2,168 236
1,441 5,067

その他業務費用 142 228 - 256 6,420 236
371 6,440

業務粗利益 46,596 1,240 47,837 49,680 △2,963 46,717
業務粗利益率 1.13％ 0.52％ 1.11％ 1.17％ △1.78％ 1.07％
業務純益 17,656 20,577
実質業務純益 20,533 19,658
コア業務純益 19,886 22,957
コア業務純益
（投資信託解約損益を除く） 19,329 22,139
（注）1. 国内業務部門は円建取引、国際業務部門は外貨建取引であります。ただし、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定分等は国際業務部門に含めております。

2. 資金調達費用は金銭の信託運用見合費用（2021年度中間期-百万円、2022年度中間期-百万円）を控除して表示しております。
3. 資金運用収益及び資金調達費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利息であります。
4. その他業務収益及びその他業務費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間で相殺した金融派生商品損益であります。

5. 業務粗利益率＝ 業務粗利益 ×年間日数（365日）×100資金運用勘定平均残高 期中日数（183日）
6. 当行は特定取引勘定非設置行であるため、特定取引収支は該当ありません。

●資金運用・調達勘定平均残高、利息、利回り
●国内業務部門 （単位：百万円）

2021年度中間期 2022年度中間期
平均残高 利息 利回り 平均残高 利息 利回り

資金運用勘定 (63,891) (3) 0.99％ (42,100) (2) 0.98％8,176,412 40,867 8,397,855 41,319
うち貸出金 5,943,602 21,589 0.72 6,019,768 21,427 0.70
商品有価証券 216 0 0.56 266 0 0.54
有価証券 2,055,696 18,323 1.77 2,085,327 18,878 1.80
コールローン 7,885 0 0.01 152,737 0 0.00
預け金 34,062 37 0.21 30,700 23 0.15

資金調達勘定 10,497,932 400 0.00％ 10,047,858 376 0.00％
うち預金 7,826,659 267 0.00 8,050,970 281 0.00
譲渡性預金 671,977 10 0.00 608,397 12 0.00
コールマネー 507,493 △69 △0.03 211,262 △21 △0.03
債券貸借取引受入担保金 371,254 18 0.00 411,701 20 0.00
借用金 1,127,446 0 0.00 772,053 - -

（注）1. 資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（2021年度中間期2,667,334百万円、2022年度中間期2,017,828百万円）を、資金調達勘定は金銭の信託運用見合額の平均残
高（2021年度中間期13,092百万円、2022年度中間期13,088百万円）及び利息（2021年度中間期-百万円、2022年度中間期-百万円）を、それぞれ控除して表示して
おります。

2.（ ）内は国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の平均残高及び利息（内書き）であります。
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●国際業務部門 （単位：百万円）

2021年度中間期 2022年度中間期
平均残高 利息 利回り 平均残高 利息 利回り

資金運用勘定 472,149 1,986 0.83％ 332,710 2,943 1.76％
うち貸出金 139,954 567 0.80 146,213 1,496 2.04
有価証券 169,469 1,230 1.44 99,892 741 1.48
コールローン 155,361 179 0.23 82,329 690 1.67
預け金 135 0 0.35 - - -

資金調達勘定 (63,891) (3) 0.54％ (42,100) (2) 1.05％472,500 1,289 333,650 1,761
うち預金 289,083 304 0.21 251,044 1,315 1.04
コールマネー 88 △0 △0.43 1,281 △1 △0.23
債券貸借取引受入担保金 94,525 69 0.14 18,734 15 0.16
借用金 24,724 25 0.20 20,088 142 1.41

（注）1. 資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（2021年度中間期600百万円、2022年度中間期519百万円）を控除して表示しております。
2.（ ）内は国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の平均残高及び利息（内書き）であります。
3. 国際業務部門の外貨建取引の平均残高は月次カレント方式（前月末TT仲値を当該月のノンエクスチェンジ取引に適用する方式）により算出しております。

●合計 （単位：百万円）

2021年度中間期 2022年度中間期
平均残高 利息 利回り 平均残高 利息 利回り

資金運用勘定 8,584,669 42,851 0.99％ 8,688,465 44,261 1.01％
うち貸出金 6,083,557 22,157 0.72 6,165,982 22,924 0.74
商品有価証券 216 0 0.56 266 0 0.54
有価証券 2,225,165 19,553 1.75 2,185,220 19,620 1.79
コールローン 163,246 180 0.22 235,066 691 0.58
預け金 34,197 37 0.22 30,700 23 0.15

資金調達勘定 10,906,541 1,687 0.03％ 10,339,408 2,135 0.04％
うち預金 8,115,743 572 0.01 8,302,015 1,596 0.03
譲渡性預金 671,977 10 0.00 608,397 12 0.00
コールマネー 507,582 △69 △0.03 212,544 △22 △0.03
債券貸借取引受入担保金 465,779 88 0.03 430,435 36 0.01
借用金 1,152,170 25 0.00 792,141 142 0.03

（注）1. 資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（2021年度中間期2,667,935百万円、2022年度中間期2,018,347百万円）を、資金調達勘定は金銭の信託運用見合額の平均残
高（2021年度中間期13,092百万円、2022年度中間期13,088百万円）及び利息（2021年度中間期-百万円、2022年度中間期-百万円）を、それぞれ控除して表示して
おります。

2. 国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の平均残高及び利息は、相殺して記載しております。
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●受取・支払利息の分析
●国内業務部門 （単位：百万円）

2021年度中間期 2022年度中間期
残高による増減 利率による増減 純増減 残高による増減 利率による増減 純増減

受取利息 151 4,553 4,705 1,106 △655 451
うち貸出金 527 △177 349 276 △438 △161
商品有価証券 0 △0 0 0 △0 0
有価証券 △307 3,990 3,682 264 291 555
コールローン △10 △0 △11 11 △11 △0
預け金 2 △1 1 △3 △10 △14

支払利息 116 △246 △129 △17 △7 △24
うち預金 23 △23 △0 7 5 13
譲渡性預金 △0 △4 △5 △1 2 1
コールマネー △53 36 △17 40 7 48
債券貸借取引受入担保金 2 0 2 2 △0 2
借用金 0 △0 △0 △0 △0 △0

（注）残高及び利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減に含めて記載しております。

●国際業務部門 （単位：百万円）

2021年度中間期 2022年度中間期
残高による増減 利率による増減 純増減 残高による増減 利率による増減 純増減

受取利息 404 △1,195 △790 △586 1,543 957
うち貸出金 △263 △408 △672 25 903 928
有価証券 24 △154 △129 △505 16 △489
コールローン 288 △272 16 △84 595 510
預け金 △0 △0 △0 △0 - △0

支払利息 275 △876 △600 △379 851 472
うち預金 240 △699 △458 △40 1,050 1,010
コールマネー △19 △0 △20 △2 1 △1
債券貸借取引受入担保金 33 △91 △58 △55 1 △53
借用金 △76 △78 △155 △4 121 117

（注）残高及び利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減に含めて記載しております。

●合計 （単位：百万円）

2021年度中間期 2022年度中間期
残高による増減 利率による増減 純増減 残高による増減 利率による増減 純増減

受取利息 462 3,452 3,914 518 891 1,409
うち貸出金 399 △722 △322 300 466 766
商品有価証券 0 △0 0 0 △0 0
有価証券 △290 3,843 3,552 △351 417 66
コールローン 62 △58 4 79 431 510
預け金 2 △1 0 △3 △10 △14

支払利息 529 △1,259 △729 △87 536 448
うち預金 96 △555 △459 13 1,011 1,024
譲渡性預金 △0 △4 △5 △1 2 1
コールマネー △31 △6 △37 40 6 46
債券貸借取引受入担保金 26 △81 △55 △6 △45 △51
借用金 969 △1,125 △155 △7 125 117

（注）残高及び利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減に含めて記載しております。
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●利鞘 （単位：％）

2021年度中間期 2022年度中間期
国内業務部門 国際業務部門 合 計 国内業務部門 国際業務部門 合 計

資金運用利回り 0.99 0.83 0.99 0.98 1.76 1.01
資金調達原価 0.51 0.75 0.53 0.53 1.35 0.56
総資金利鞘 0.48 0.08 0.46 0.45 0.41 0.45

●役務取引の状況 （単位：百万円）

2021年度中間期 2022年度中間期
国内業務部門 国際業務部門 合 計 国内業務部門 国際業務部門 合 計

役務取引等収益 8,718 157 8,876 8,681 162 8,844
うち預金・貸出業務 2,107 - 2,107 2,204 - 2,204
為替業務 2,162 151 2,314 1,738 152 1,890
信託関連業務 62 - 62 92 - 92
証券関連業務 208 - 208 192 - 192
代理業務 127 - 127 126 - 126
保護預り・貸金庫業務 412 - 412 408 - 408
保証業務 59 5 65 65 9 74
投資信託・保険販売業務 1,685 - 1,685 1,763 - 1,763

役務取引等費用 3,228 51 3,279 2,826 56 2,882
うち為替業務 381 31 412 173 39 212

●営業経費の内訳 （単位：百万円）

2021年度中間期 2022年度中間期
給料・手当 11,475 11,391
退職給付費用 1,051 1,046
福利厚生費 215 207
減価償却費 1,539 1,562
土地建物機械賃借料 799 774
営繕費 64 66
消耗品費 250 225
給水光熱費 209 239
旅費 9 35
通信費 443 436
広告宣伝費 294 331
租税公課 2,307 2,450
その他 8,641 8,290
計 27,303 27,058

●その他業務利益の内訳 （単位：百万円）

2021年度中間期 2022年度中間期
国内業務部門 632 2,879
商品有価証券売買益 1 △0
国債等債券売却損益 741 3,116
国債等債券償還損益 - -
国債等債券償却 - △0
金融派生商品損益 △110 △236
その他 - -
国際業務部門 437 △4,251
外国為替売買益 593 1,418
国債等債券売却損益 △93 △6,415
国債等債券償還損益 - -
国債等債券償却 - -
金融派生商品損益 △62 744
その他 - -

●業務純益 （単位：百万円）

2021年度中間期 2022年度中間期
業務純益 17,656 20,577
（注）業務純益は、預金、貸出金、有価証券などの利息収支を示す「資金利益」、各種手数料などの収支を示す「役務取引等利益」、債券や外国為替などの売買損益を示す「その他

業務利益」の3つを合計した「業務粗利益」と、控除項目である「一般貸倒引当金繰入額」及び「経費」から構成されています。なお、この「業務純益」は、銀行が一般に公
表する損益計算書の様式には設けられていません。

●利益率 （単位：％）

2021年度中間期 2022年度中間期
総資産経常利益率 0.31 0.38
総資産中間純利益率 0.22 0.27

（注）1. 総資産経常(中間純)利益率＝ 経常(中間純)利益 × 年間日数(365日) ×100総資産(除く支払承諾見返)平均残高 期中日数(183日)

（単位：％）

2021年度中間期 2022年度中間期
資本経常利益率 7.90 9.04
資本中間純利益率 5.69 6.57

2. 資本経常(中間純)利益率＝ 経常(中間純)利益 × 年間日数(365日) ×100資本勘定平均残高 期中日数(183日)
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